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能
登
半
島
で
の
震
災
を
教
訓
に

問
元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
道

路
損
壊
や
液
状
化
な
ど
半
島
部
の
災
害

脆
弱
性
が
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
港
湾
な

ど
沿
岸
部
は
海
底
隆
起
で
接
岸
で
き

ず
、
中
山
間
地
域
で
高
齢
者
が
多
い
た

め
自
助
・
共
助
が
十
分
機
能
せ
ず
、
人

命
救
助
や
支
援
物
資
輸
送
に
も
支
障
が

あ
り
、
必
要
な
避
難
所
の
設
置
も
遅
れ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
び
の
災
害
特
性

を
踏
ま
え
て
本
県
の
災
害
対
策
に
ど
う

反
映
し
て
い
く
の
か
。

答
道
路
の
寸
断
で
孤
立
集
落
が
多
数

発
生
し
７
万
棟
近
い
家
屋
被
害
や
10
万

世
帯
を
超
え
る
断
水
も
あ
っ
た
。
亡
く

な
っ
た
方
は
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
に
よ

る
圧
死
や
低
体
温
症
が
多
く
、
初
動
で

早
く
人
命
救
助
に
入
る
こ
と
が
重
要
。

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
被
害

情
報
を
地
図
と
時
間
経
過
で
把
握
し
な

島
谷
　
龍
司 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

が
い
者
な
ど
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
福
祉
の
課
題
に
対
し

て
包
括
的
・
重
層
的
に
新
た
な
発
想
で

取
り
組
も
う
と
す
る
考
え
方
が
ベ
ー
ス

に
あ
る
。
試
行
錯
誤
は
あ
る
が
絆
の
力

を
再
構
成
す
る
よ
う
新
年
度
に
向
け
て

更
に
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問
鳥
取
県
教
育
振
興
基
本
計
画
の
改

定
に
取
り
組
ま
れ
る
上
で
の
思
い
は
。

答
（
教
育
長
）
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
や
自
然
災
害
な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
自
分
や
他
者
の
命
を
大
切
に
、
違

い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
学
び
の
充
実
を
理
念
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
鳥
取
に
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
続
け
る
人
材
を
育
む
教
育
行
政
と

な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
鳥
取
県
警
察
70
年
の
歩
み
は
警
察

職
員
の
崇
高
な
理
念
と
行
動
で
県
民
の

安
全
・
安
心
を
念
頭
に
治
安
維
持
の
た

め
取
り
組
ま
れ
た
歴
史
。
県
民
の
期
待

に
応
え
る
警
察
に
向
け
た
思
い
は
。

答
（
警
察
本
部
長
）
現
状
、
刑
法
犯

認
知
件
数
が
３
年
連
続
、
交
通
事
故
件

数
は
19
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
ほ
か
、
令

和
５
年
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
件
数
・
額

と
も
過
去
最
多
で
大
変
深
刻
。
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
県
民
の
理
解
・

協
力
を
得
な
が
ら
警
察
の
責
務
を
果
た

す
よ
う
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た

い
。

問
鳥
取
港
は
国
の
重
要
港
湾
で
あ
り

災
害
有
事
に
海
上
輸
送
の
受
入
港
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
整
備
・
利
活
用
を
図

る
べ
き
。
ま
た
、「
海う

み

業ぎ
ょ
う

」
の
取
組
展

開
に
よ
る
漁
港
振
興
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
鳥
取
港
は
３
号
岸
壁
が
耐
震
化
さ

れ
山
陰
近
畿
道
の
将
来
的
な
延
伸
を
含

め
物
資
輸
送
の
機
動
性
を
増
す
位
置
に

あ
る
。
内
航
路
を
端
緒
に
利
用
者
の
組

織
化
な
ど
貨
物
集
約
に
取
り
組
む
。「
海

業
」
は
漁
業
や
観
光
な
ど
多
角
展
開
に

よ
る
漁
村
振
興
策
で
「
か
ろ
い
ち
」
や

「
わ
っ
た
い
な
」
な
ど
商
業
集
積
し
て

き
た
賀
露
西
浜
地
区
が
ま
さ
に
モ
デ
ル

例
。
更
な
る
横
展
開
も
応
援
し
た
い
。

問
来
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
を

念
頭
に
関
西
圏
と
本
県
を
結
ぶ
交
通
網

の
整
備
や
観
光
・
商
工
・
農
林
水
産
業

と
連
携
し
た
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
関

西
本
部
の
機
能
強
化
を
図
る
べ
き
。

答
大
阪
・
関
西
万
博
は
国
内
外
か
ら

３
千
万
人
の
来
訪
が
見
込
ま
れ
、
そ
こ

か
ら
い
か
に
本
県
に
お
連
れ
す
る
か
が

課
題
。
関
西
本
部
を
組
織
改
正
し
て
て

こ
入
れ
し
、
観
光
・
情
報
発
信
は
も
と

よ
り
移
住
促
進
に
も
重
き
を
置
く
。

が
ら
救
援
・
捜
索
で
き
る
態
勢
を
構
築

し
た
い
。
東
中
西
の
防
災
拠
点
に
加
え

北
栄
町
に
後
方
支
援
拠
点
を
つ
く
る
発

想
や
、
災
害
対
策
本
部
の
ほ
か
に
国
・

市
町
村
、
自
衛
隊
や
消
防
と
情
報
共
有

す
る
場
を
設
け
る
必
要
も
あ
る
。
避
難

所
で
は
衛
生
環
境
を
保
ち
な
が
ら
人
に

合
わ
せ
た
ケ
ア
体
制
の
ほ
か
、
要
支
援

者
受
入
れ
の
２
次
避
難
所
も
平
時
か
ら

確
保
す
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
手
立
て
で

避
難
を
促
し
被
災
状
態
か
ら
脱
却
し
て

い
た
だ
い
て
、
災
害
関
連
死
を
防
ぎ
た

い
。

問
国
会
で
昨
年
５
月
に
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
が
で
き
る
前
に
、
本
県
で

は
全
国
初
の
条
例
化
を
実
現
し
た
。
家

庭
環
境
な
ど
様
々
な
悩
み
や
困
難
を
抱

え
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
自
ら
拒
絶
す

る
状
況
を
生
ま
な
い
よ
う
、
家
族
を
含

め
た
一
体
的
な
支
援
が
必
要
。
県
民
へ

の
浸
透
を
図
り
、
絆
で
結
ば
れ
た
地
域

社
会
の
力
を
再
興
さ
せ
る
き
っ
か
け
に

も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
本
県
の
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
温
も

り
あ
る
支
え
愛
社
会
づ
く
り
推
進
条
例

は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
高
齢
者
、
障

県
民
の
期
待
に
応
え
る
警
察
行
政

鳥
取
港
の
利
活
用
と
圏
域
活
性
化

関
西
圏
と
の
結
び
付
き
強
化
策

孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
支
え
愛
社
会

教
育
振
興
基
本
計
画
の
改
定
方
針

一
般
質
問
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決
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能
登
地
震
の
教
訓
　
耐
震
化

問
①
県
内
の
上
水
道
基
幹
管
路
の
耐

震
化
率
は
27
％
で
、
全
国
で
下
か
ら

４
番
目
。
耐
震
化
の
促
進
が
必
要
②

２
０
０
０
年
の
仕
様
見
直
し
前
の
新
耐

震
基
準
の
住
宅
は
、
耐
震
強
度
あ
り
と

さ
れ
て
い
る
が
、今
回
多
く
倒
壊
し
た
。

同
住
宅
の
耐
震
診
断
の
呼
び
か
け
を
。

答
①
倉
吉
市
が
13
％
で
４
市
の
中
で

も
低
い
。
安
全
の
た
め
の
投
資
を
優
先

す
る
の
か
市
町
村
で
も
考
え
て
ほ
し

い
。
水
道
行
政
が
国
交
省
に
移
管
さ
れ

る
の
で
、
支
援
を
呼
び
か
け
た
い
②
旧

耐
震
基
準
住
宅
は
耐
震
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
、
新
耐
震
住
宅
は
リ
フ
ォ
ー

ム
の
際
に
、
耐
震
化
を
進
め
る
。

問
①
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
持
続
的

な
賃
上
げ
と
下
請
け
企
業
も
含
め
た
適

興
治
　
英
夫 

議
員

選
挙
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倉
吉
市

代
表
質
問

会
派
民
主

答
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
歴
史
的
資
源

を
観
光
に
利
用
す
る
に
は
、
別
の
付
加

価
値
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
観

光
庁
、総
務
省
の
事
業
を
紹
介
し
た
り
、

県
に
も
文
化
財
や
観
光
の
事
業
も
あ
る

の
で
、柔
軟
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
倉
吉
市
や
地
域
住
民
と
と
も
に
、

美
術
館
を
核
と
し
た
文
化
芸
術
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
県
も
伴
走
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
倉
吉
駅
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
美
術
館
ま
で
の
道
に
フ
ラ
ッ
グ
の

掲
示
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
な
ど
、
倉
吉

市
と
連
携
し
て
美
術
館
オ
ー
プ
ン
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
エ
リ

ア
の
拡
大
を
と
ら
え
て
、
Ｊ
Ｒ
と
誘
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
美
術
館
周
辺
の
整
備
や
モ
ビ
リ

テ
ィ
に
よ
る
周
遊
な
ど
、
倉
吉
市
の
文

化
芸
術
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
県
も
協
調

す
る
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
地
元
で

盛
り
上
げ
て
い
く
提
案
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
い
く
。
誘

客
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
も
よ
く
協
議
し
、

二
次
交
通
の
バ
ス
路
線
も
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
準
備
す
る
。

問
５
年
に
１
度
の
水
張
り
ル
ー
ル
の

導
入
に
よ
り
、
令
和
９
年
ま
で
に
水
張

り
を
行
え
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、
交

付
金
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
飼
料
作

物
、
芝
、
そ
ば
な
ど
水
張
り
が
困
難
な

農
地
に
つ
い
て
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
農
水
政
務
官
に
対
し
て
、
立
ち
止

ま
っ
て
現
場
に
即
し
た
対
策
を
求
め
た

が
、
国
の
壁
は
厚
い
。
新
年
度
以
降
、

地
域
ご
と
に
ど
う
す
る
の
か
を
議
論
す

る
段
階
に
入
る
。
し
た
た
か
に
我
々
な

り
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
全
国
的
に
幼
児
教
育
学
科
を
志
す

学
生
が
減
っ
て
い
る
。
保
育
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
県
内
就
職
す
れ
ば
奨
学

金
の
返
還
を
免
除
す
る
保
育
士
修
学
資

金
に
つ
い
て
、
所
得
要
件
の
対
象
を
広

げ
、
貸
付
金
額
の
増
加
、
国
の
給
付
型

奨
学
金
と
の
併
給
を
可
能
に
す
べ
き
。

答
奨
学
金
の
見
直
し
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
。
全
面
的
に
変
え
た
方
が
い
い
。

新
年
度
の
早
い
う
ち
に
協
議
し
、
学
生

募
集
が
始
ま
る
ま
で
に
決
め
た
い
。

問
関
西
会
場
教
員
採
用
試
験
の
合
格

辞
退
者
を
減
ら
す
た
め
、
子
ど
も
の
看

護
休
暇
の
取
得
日
数
を
増
や
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
定
年
延
長
を
希
望
し
な
い

教
員
が
４
割
い
る
の
で
、
介
護
休
暇
の

取
得
年
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）
知
事
部
局
も
含
め
た

関
係
機
関
と
、
看
護
休
暇
、
介
護
休
暇

の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

切
な
価
格
転
嫁
が
必
要
。
受
発
注
者
間

で
、
労
務
費
、
運
送
料
等
の
増
加
分
を

適
正
に
価
格
転
嫁
す
る
交
渉
を
行
う
こ

と
を
、
県
と
し
て
奨
励
し
て
は
ど
う
か

②
賃
上
げ
企
業
へ
の
投
資
経
費
補
助
金

に
つ
い
て
、
上
限
額
引
き
上
げ
な
ど
の

思
い
切
っ
た
対
応
が
必
要
だ
。

答
①
運
送
料
の
転
嫁
に
つ
い
て
は
、

労
使
も
含
め
て
Ｊ
Ａ
な
ど
運
送
関
係
者

と
協
議
し
、
進
め
て
い
る
。
賃
上
げ
に

つ
い
て
は
、
初
め
て
政
労
使
会
議
を
行

い
、
適
正
に
行
う
こ
と
で
理
解
を
深
め

た
。
価
格
交
渉
に
応
じ
な
い
等
の
企
業

に
対
し
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
権

限
行
使
に
期
待
す
る
②
賃
上
げ
企
業
へ

の
支
援
は
、
県
の
複
数
の
事
業
の
併
用

や
、
国
事
業
の
活
用
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
補
助
率
や
上
限
額
の
引

き
上
げ
が
で
き
る
こ
と
を
、周
知
す
る
。

問
県
指
定
文
化
財
の
倉
吉
市
の
小
川

家
は
、
文
化
財
保
存
と
と
も
に
観
光
庁

の
補
助
を
受
け
、
高
多
家
と
併
せ
て
レ

ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
予
定
だ
。
こ
の
よ
う
に
県
内
の
歴

史
的
な
建
物
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
、
県
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

水
田
活
用
交
付
金
に
つ
い
て

保
育
人
材
確
保
奨
学
金
の
充
実

教
員
の
不
足
対
策
に
つ
い
て

歴
史
的
資
源
活
用
で
観
光
振
興

県
立
美
術
館
と
文
化
観
光
振
興

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ

とっとり県議会だより


